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日本木材青壮年団体連合会 第49回全国会員静岡大会 開催

　大会2日目、合同分科会が開催されました(写真１)。三委員
が合同で報告会を催すのはこれが初の試み。コーディネー
ターの進行のもと第一部では、昨年度の活動報告として、

・木材活用委員会からは、木材が活かされる場を自ら知る
　という目的で行われたワークショップについて、
・木材工作委員会からは、今年で28回目をむかえる木工工
　作コンクール(写真2)の成果と今後の期待について、
・木材研究委員会からは、木青連で制作した副読本『森か
　らの手紙』等を用いた訪問授業と調査結果について、

語られました。そして、それらの活動をどのように活かし
ていくべきか、第２部ではパネリスト全員によるディスカ
ッションが展開されました。各委員会の活動や木青連のネ
ットワーク、知識・技術が、様々な社会的ニーズと連携す
る可能性を持っていること、単なる社会貢献で終わらせる
のではなくビジネスとして発展させ、循環・展開させてい
くことの重要性が確認されました。
　会場からも木材に対する様々な想いや意見が飛び交い、

今後の木青連の活動へ期待の声が高まりました。(八重樫)

パネリスト
木材活用委員会委員長/堀  一彦　木材研究委員会委員長/岡本晴広
木工工作委員会委員長/杉本勝巳
コーディネーター
東京学芸大学助教授 鉄矢悦朗/東京藝術大学非常勤講師 北川卓

三委員会合同分科会報告

　平成16年6月11・12日の二日間、日本木青連第49回全国大会が静岡にて開催されました。昨年度の
総括や次年度への引き継ぎ、全国小中学生を対象とした「第28回木工工作コンクール」、木材を用
いた優れた建築や加工技術を表彰する「第7回木材活用コンクール」の表彰式などが行われました。

　今日工芸品と私たちが呼ぶ多くのものが、その時代時代の最高の素材と最高の技術
とで作られたものであり、その時代の文化や技術を象徴しております。工芸とは長い
時の流れの中で人とものの関わりかたの旗幟か来し方をふりかえり、行く末を思いや
る行為です。
　現在木や森林は環境問題、南北問題、林業の再生、生活における化学物質の問題、
伝統や文化、あるいは文学などの様々な分野に深く関わっています。そしてその多く
が現代の私たちが直面している課題です。
木という素材にしっかり取り組んでものを作ること。そしてその体験をふまえて、こ
れからのもの作りのあるべき方向を考えること。これが学芸大の木材工芸です。
　学芸大美術科の工芸は木材工芸と金属工芸の２本柱に創立以来の長い歴史を持って
います。著名な作家も輩出し、豊な木工体験を提供してきました。
　
本学からは多くの方が教職に就かれますが、このような木材
工芸の体験が教育のさまざまな現場で生かされてゆくことを
いつも期待しています。

日本木材青壮年団体連合会とは
　日本木青連は、木材産業及び関連する業界に携わる青壮年の交
流と親睦を通じ、木材産業の近代化に寄与するとともに社会的貢
献を目指し、昭和31年全国の有志によって設立。全国8ブロック
（北海道地区・東北地区・関東地区・北信越地区・東海地区・近
畿地区・中四国地区・九州地区 ）の協議会からなる。
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